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�城あとに夢を築くまち  たまき　2007-11

敬
老
の
日　

長
寿
祝
い
町
長
が
高
齢
者
を
訪
問

！

田
丸
城
址
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
９く

月
３さ

ゼ

ロ
０
日
）

環
境
美
化
活
動
に
汗

！

Pick up

注
目
の
話
題

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

T
am

aki T
ow

n Report

　

田
丸
城
跡

を
み
ん
な
の

手
で
き
れ
い

に
し
よ
う
と

９
月
30
日
、

田
丸
城
址
ク

リ
ー
ン
作
戦

が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

お
城
広
場

で
受
付
を
終

え
た
約
75
団

体
・
４
０
０
人
の
参
加
者
の
み
な
さ

ん
は
、
草
刈
機
や
鎌
な
ど
を
手
に
作

業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
５
月
に
続

き
２
回
目
の
町
民
参
加
型
の
城
山
清
掃

で
、こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
継
続
し
、

玉
城
町
が
誇
る
歴
史
文
化
遺
産
を
町
民

み
ん
な
で
守
り
、
育
て
て
い
き
た
い
と

い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
小
雨
の
降
る
中
、
天

守
跡
や
遊
歩
道
付
近
な
ど
除
草
作
業

や
側
溝
の
清
掃
を
２
時
間
程
行
い
ま

し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。除草作業する参加者のみなさん

たくさんの方に参加いただきました

　

９
月
17
日
の
敬
老
の
日
を
前
に
14

日
、
辻
村
町
長
が
、
下
村
き
わ
さ
ん

（
原
：
１
０
１
歳
）、
高
木
終
次
郎
さ
ん

（
茶
屋
：
１
０
１
歳
）、
田
中　

春
さ
ん

（
栄
町
１
区
：
99
歳
）
を
訪
問
し
、
記
念

品
や
花
束
を
贈
呈
。
長
寿
を
お
祝
い
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
本
幸
雄
さ
ん
（
元
町
：

１
０
０
歳
）、
角
谷
や
す
へ
さ
ん
（
中

角
：
１
０
０
歳
）、
内
山
ま
つ
へ
さ
ん

（
山
岡
：
99
歳
）
に
は
記
念
品
等
を
自

宅
へ
お
届

け
し
ま
し

た
。

　

ま
す
ま

す
お
元
気

で
お
過
ご

し
く
だ
さ

い
。

田中春さん

下村きわさん

高木終次郎さん
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勝
田
に
あ
る
神
宮

末
社
鴨か
も
し
も下
神
社
で

２
月
18
日
、
勝
田
流

通と
お
り
の
う能「
翁お
き
な
ま
い舞
」
の
里
帰

り
公
演
（
翁
舞
実
行

委
員
会
な
ど
が
主
催
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
公
演
な
ど
が

き
っ
か
け
と
な
り
発

足
し
た
、「
能
楽
勝
田
流
田
丸
社
中
」

の
み
な
さ
ん
が
９
月
29
日
、
伊
勢
神

宮
内
宮
参
集
殿
で
、
初
舞
台
を
踏
ま

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
第
10
回
伊
勢
の
伝

統
の
能
楽
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
勝

田
流
通
能
家
元
の
八
田

巳
さ
ん
が

「
同
あ
の
し
ょ
う
じ
ょ
う

猩
々
」
と
題
さ
れ
る
「
勝
田
流

独
自
の
能
」
で
、
長
い
間
幻
能
と
言

わ
れ
て
い
た
酒
造
り
の
、
酒
に
ま
つ

わ
る
能
を
舞
わ
れ

ま
し
た
。
社
中
代

表
の
見
並　

倫
さ

ん
（
上
玉
川
）
は

「
小こ

か

じ
鍛
冶｣

を
、
安

　

ま
た
小
中
学
生
の
夏
休
み
期
間
中

に
募
集
し
た
、
同
支
部
の
平
成
19
年

度
玉
城
町
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
同
日
、
中
央
公

民
館
、
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

作
品
は
、

小
学
生
か
ら

１
５
７
点
、

中
学
生
か
ら

１
６
５
点
の

応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

秋
の
交
通
安
全
運
動
＆
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

安
全
運
転　

い
つ
も
三
重
か
ら　

あ
な
た
か
ら

！

第
10
回
伊
勢
の
伝
統
の
能
楽
ま
つ
り
で

「
能
楽
勝
田
流
田
丸
社
中
」
初
舞
台

！

達
美
恵
子
さ
ん（
田
丸
）は「
笠
の
段
」

を
、西
村
真
美
さ
ん
（
田
丸
）
は
「
羽

衣
」
を
そ
れ
ぞ
れ
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

関
係
者
、
玉
城
町
の
み
な
さ
ん
は

じ
め
多
く
の
参
拝
者
が
、
厳
粛
な
雰

囲
気
の
な
か
で
初
舞
台
を
見
守
り
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
勝
田
流
翁
舞
里
帰
公
演

実
行
委
員
会
が
公
演
を
開
催
の
予
定

で
す
。

　

９
月
21
日
～

30
日
の
間
、「
秋

の
全
国
交
通
安

全
運
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
伊

勢
地
区
交
通
安

全
協
会
玉
城
支

部
の
み
な
さ
ん
が
、
交
通
安
全
運
動

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
７
時
30
分
か
ら
サ
ニ
ー
ロ
ー

ド
交
差
点
（
勝
田
地
区
）
で
、
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
街
頭
指

導
で
は
、
信
号
待
ち
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
、「
安
全
運
転　

い
つ
も
三
重
か

ら　

あ
な
た
か
ら
」
と
書
か
れ
た
、

交
通
安
全
の
チ
ラ
シ
と
啓
発
グ
ッ
ズ

を
配
布
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
を
運
動
の
基
本

に
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
、
夕
暮
れ
時

と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
防
止
、
後
部
座
席
を
含

む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
を
重

点
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

「小鍛冶」を舞う見並さん

「羽衣」を舞う西村さん

「笠の段」を舞う安達さん

■
小
学
生
の
部　
　
　
　
　
　
［
敬
称
略
］

　

最
優
秀
賞　

木
村　

十
和
（
田
丸
小
３
年
）

　

優
秀
賞　

増
井　
　

結
（
下
外
城
田
小
3
年
）

　
　
　
　
　
　

森　
　

絵
菜
（
有
田
小
４
年
）　

　
　
　
　
　
　

八
木　

隆
貴
（
下
外
城
田
小
５
年
）

　
　
　
　
　
　

田
中
茉
里
奈
（
外
城
田
小
６
年
）

　

優
良
賞　

８
人

　

佳　
　

作　

16
人

■
中
学
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

周
東　

将
矢
（
玉
城
中
１
年
）

　

優
秀
賞　

濱　
　

静
華
（
玉
城
中
１
年
）

　

優
良
賞　

２
人

　

佳　
　

作　

18
人

最優秀賞の木村さん（左）、周東くん（右）

安全運転を呼びかける協会のみなさん

　

勝
田
流
翁
舞
・
・
・

　

勝
田
に
は
室
町
時
代
ま
で
神
宮
に
猿さ

る
が
く楽

能の
う

を

奉
納
す
る
伊
勢
三
座
の
う
ち
の
一
つ
勝
田
座
が

あ
り
、
当
時
、
北
畠
氏
の
保
護
を
受
け
伊
勢
地

方
の
寺
社
の
祭
礼
に
も
能
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
天
正
４
（
１
５
７
６
）
年
、
北

畠
氏
の
滅
亡
に
よ
り
後
ろ
盾
を
失
っ
た
勝
田
座

は
、
半
農
半
芸
の
地
方
猿
楽
と
な
り
や
が
て
伊

勢
市
通
町
に
移
り
、
こ
れ
が
今
に
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
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○
家
庭
で
は
…

・
頭
を
保
護
し
丈
夫
な
机
の
下
な

ど
に
隠
れ
る

・
あ
わ
て
て
外
へ
飛
び
出
さ
な
い

・
無
理
に
火
を
消
そ
う
と
し
な
い

○
人
が
お
お
ぜ
い
い
る
施
設
で
は
…

・
係
員
の
指
示
に
従
う

・
落
ち
着
い
て
行
動

・
あ
わ
て
て
出
口
に
走
り
出
さ
な
い

○
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
…

・
最
寄
り
の
階
で
停
止
さ
せ
す
ぐ

に
降
り
る

○
屋
外
（
街
）
で
は
…

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
な
ど
に
注
意

・
看
板
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
落
下

に
注
意

・
丈
夫
な
ビ
ル
の
そ
ば
で
あ
れ
ば

ビ
ル
の
中
に
避
難

○
鉄
道
・
バ
ス
乗
車
中
は
…

・
つ
り
革
、
手
す
り
に
し
っ
か
り

つ
か
ま
る

○
自
動
車
運
転
中
は
…

・
あ
わ
て
て
ス
ピ
ー
ド
を
お
と
さ

な
い

・
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
し
、

ま
わ
り
の
車
に
注
意
を
促
す

・
急
ブ
レ
ー
キ
は
か
け
ず
、
緩
や

か
に
速
度
を
お
と
す

・
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
道

路
の
左
側
に
停
止

○
山
や
が
け
付
近
で
は
…

・
落
石
や
が
け
崩
れ
に
注
意

『
入
手
方
法
』

・
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
よ
る
放
送

・
携
帯
電
話
に
よ
る
受
信

・
緊
急
地
震
速
報
専
用
機
器
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
は
気
象
庁
地
震
火

山
部
管
理
課
☎
０
３
（
３
２
１
２
）

８
３
４
１
（
代
表
）
ま
た
は
総
務
課

☎
（
５
８
）
８
２
０
０
へ

『
原
理
』

　

地
震
の
揺
れ
は
震
源
か
ら
波
紋
の

よ
う
に
波（
地
震
波
）と
し
て
伝
わ
っ

て
い
き
ま
す
。

　

地
震
波
は
主
に
Ｐ
波
（
初
期
微

動
）
と
Ｓ
波
（
主
要
動
）
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。
最
初
に
Ｐ
波
が
伝
わ

り
、
次
に
強
い
揺
れ
の
Ｓ
波
が
伝
わ

り
ま
す
。
地
震
に
よ
る
被
害
は
主
に

Ｓ
波
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。

『
利
用
の
心
得
』

　

周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
あ
わ
て
ず

に
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
す
る
！

緊
急
地
震
速
報
は
見
聞
き
し
て
か
ら
、

強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で
の
時
間
が
数

十
秒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
短
い
間
に
身
を
守
る
た
め
の

行
動
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
【
緊
急
地
震
速
報
】
は
、
最
大
震

度
５
弱
以
上
と
推
定
し
た
地
震
発
生

の
際
に
、
震
度
４
以
上
の
地
域
の
名

前
を
強
い
揺
れ
が
来
る
前
に
お
知
ら

せ
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

※
た
だ
し
、
震
源
に
近
い
地
域
で
は
、

【
緊
急
地
震
速
報
】
が
強
い
揺
れ
に

間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

10
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

緊
急
地
震
速
報

！

《
地
震
波
が
伝
わ
る
速
さ
》

Ｐ
波
（
カ
タ
カ
タ
揺
れ
る
波
）

　
　
　

秒
速　

約
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

Ｓ
波
（
ユ
サ
ユ
サ
揺
れ
る
波
）

　
　
　

秒
速　

約
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

気象庁 HP アドレス：http://www.jma.go.jp/
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コラム町長

COLUMN in November,2007

L e t t e r  t o  y o u

　仲秋の候、清らかな風が吹き始めました。

　「元気です玉城」の歌詞のとおり、玉城町の
勢いを感じているところです。いろんな活動に
参加者が増え、町民の皆さんが活躍いただいて
いることをうれしく思っています。
　保健福祉会館で町健康管理センターが主催す
る諸事業には、4 月から 9 月までに延べ 3,100
人に利用いただき、参加者が増加しています。
これからも皆さんの要望を賜り事業を進めてま
いります。
　また、3 年前に復活した『田丸神社神輿保存
会』では会長の喜早覚さんが中心になって、子
どもから大人まで、さらには女性による神輿も
登場しました。全国の地方の中には、若い方が
少なくなって伝統行事ができない地域が出てき
ていますが、今回は伊勢市大世古町から木やり
披露や担ぎ手に 15 人程の参加があり、新しい
交流も始まり、さらに活気を増しています。
　もうひとつは、10 月上旬の伊勢度会地区中
学生の秋季大会で、玉城中学校のほとんどのク
ラブが優勝又は準優勝の成績でした。今後の活
躍に期待ができます。
　そしてママさんバレーの友愛チームが県優
勝、ゲートボールが 2 年連続県優勝し、玉城町
の名を県、さらには全国へと広めています。
　これらのご活躍に町を挙げて声援したいと
思っています。

　皆さんの元気が街を支えます。今後ともよろ
しくお願い申し上げます。

平成 19 年 10 月 12 日　町長室にて

　　　　　　玉城町長

◆
議
会
運
営
委
員
会

◎
川
西　

元
行　
　

○
高
木　

市
郎

　

東
谷　

富
雄　
　
　

山
本　

靜
一

　

小
林　
　

豊　
　
　

奥
川　

直
人

▼
伊
勢
広
域
環
境
組
合
議
会
議
員

　

風
口　
　

尚　
　
　

中
瀬　

信
之

▼
菊
狭
間
環
境
整
備
施
設
組
合
議
会
議
員

　

野
口　
　

繁　
　
　

前
川　

隆
夫

▼
伊
勢
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
議
員

　

高
木　

市
郎　
　
　

奥
川　

直
人

【
議
案
】

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

中
野　
　

勇　

氏
を
監
査
委
員
と

し
て
推
薦
し
同
意
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

町
議
会
議
員
選
挙
後
、
最
初
の
議

会
が
10
月
10
日
、
１
日
間
の
会
期
で

開
会
さ
れ
、
町
議
会
発
足
の
た
め
の

議
員
構
成
な
ど
を
決
め
、
本
格
的
に

始
動
し
ま
し
た
。

　

議
会
に
先
立
ち
、
辻
村
町
長
か
ら

選
挙
戦
を
勝
ち
進
ん
で
こ
ら
れ
た
議

員
の
み
な
さ
ん
に
お
祝
い
の
言
葉
を

送
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
一
層
の

協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
づ
き
、
議
長
・
副
議
長

の
選
出
が
行
わ
れ
、
議
席
の
指
定
、

常
任
委
員
会
委
員
等
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　

［
敬
称
略
］

議　

長　
　
　
　
　

小
林　

一
則

副
議
長　
　
　
　
　

風
口　
　

尚

●
常
任
委
員
会

　
　
（
◎
は
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会

◎
東
谷　

富
雄　
　

○
山
本　

靜
一

　

野
口　
　

繁　
　
　

中
野　
　

勇

　

前
川　

隆
夫　
　
　

高
木　

市
郎

　

小
林　

一
則

◆
教
育
民
生
常
任
委
員
会

◎
小
林　
　

豊　
　

○
川
西　

元
行

　

風
口　
　

尚　
　
　

鈴
木
加
奈
子

　

中
瀬　

信
之　
　
　

山
口　

和
宏

　

奥
川　

直
人　
　
　

◆
予
算
決
算
常
任
委
員
会

◎
高
木　

市
郎　
　

○
奥
川　

直
人

（
委
員
は
議
長
を
除
く
13
名
）

平
成
19
年　

第
7
回
玉
城
町
議
会
臨
時
会

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
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　任期満了（９月 30 日）に伴
う玉城町議会議員選挙は９月 18
日告示され、定数 14 人に対し
現職 11 人、新人４人が立候補
を届け出ました。
　これにより 23 日選挙が行わ
れ、町政を託す議員 14 人が決
定しました。
　選挙当日の有権者数は 11,835
人で、町内 5 カ所の投票所で午
前 7 時から午後 6 時まで投票が
行われた結果、投票率は 71.16％
となり、前回平成 15 年と比べ
2.70 ポイント下回りました。

玉城町議会議員選挙結果

◆投票の内訳
　選挙当日の有権者数	 11,835 人
　投票者数	 8,422 人
　投票率	 71.16 ％
◆開票の内訳
　開票した投票総数	 8,422 票
　内　訳　
　　有効投票数	 8,332.999 票
　　無効投票数	  89 票

◆候補者別得票数
　（届出順・敬称略）
　当　小林　豊	 573.102 票
　当　鈴木　加奈子	 664 票

　当　奥川　直人	 839 票
　当　小林　一則	 466.897 票
　当　前川　隆夫	 432 票
　当　野口　繁	 458 票
　当　山本　靜一	  642 票
　当　川西　元行	 395 票
　当　中瀬　信之	 680 票
　当　風口　尚	 586 票
　当　高木　市郎	 391 票
　当　東谷　富雄	 472 票
　当　中野　勇	 464 票
　当　山口　和宏	 987 票
　　　世古　欽史	 283 票

14 人の町議会議員決まる　投票率は 71.16％
玉城町選挙管理委員会　☎（58）8200

9月23日
執 行

■年齢構成別投票率
第１投票区 第３投票区 第５投票区

年齢 当日有
権者数

投票
者数 投票率 年齢 当日有

権者数
投票
者数 投票率 年齢 当日有

権者数
投票
者数 投票率

80 － 232 151 65.09% 80 － 170 107 62.94% 80 － 138 85 61.59%
70 － 79 296 254 85.81% 70 － 79 263 225 85.55% 70 － 79 210 185 88.10%
60 － 69 405 355 87.65% 60 － 69 302 245 81.13% 60 － 69 324 277 85.49%
50 － 59 499 412 82.57% 50 － 59 377 294 77.98% 50 － 59 301 248 82.39%
40 － 49 432 314 72.69% 40 － 49 347 235 67.72% 40 － 49 289 204 70.59%
35 － 39 230 141 61.30% 35 － 39 195 116 59.49% 35 － 39 233 135 57.94%
30 － 34 215 122 56.74% 30 － 34 180 88 48.89% 30 － 34 161 87 54.04%
25 － 29 185 93 50.27% 25 － 29 164 68 41.46% 25 － 29 151 60 39.74%
20 － 24 157 73 46.50% 20 － 24 98 33 33.67% 20 － 24 107 29 27.10%

計 2,651 1,915 72.24% 計 2,096 1,411 67.32% 計 1,914 1,310 68.44%
第２投票区 第４投票区 玉城町全体

年齢 当日有
権者数

投票
者数 投票率 年齢 当日有

権者数
投票
者数 投票率 年齢 当日有

権者数
投票
者数 投票率

80 － 276 183 66.30% 80 － 165 111 67.27% 80 － 981 637 64.93%
70 － 79 488 424 86.89% 70 － 79 237 213 89.87% 70 － 79 1,494 1,301 87.08%
60 － 69 544 487 89.52% 60 － 69 271 235 86.72% 60 － 69 1,846 1,599 86.62%
50 － 59 547 424 77.51% 50 － 59 324 279 86.11% 50 － 59 2,048 1,657 80.91%
40 － 49 570 409 71.75% 40 － 49 270 209 77.41% 40 － 49 1,908 1,371 71.86%
35 － 39 291 185 63.57% 35 － 39 177 118 66.67% 35 － 39 1,126 695 61.72%
30 － 34 249 137 55.02% 30 － 34 145 89 61.38% 30 － 34 950 523 55.05%
25 － 29 198 85 42.93% 25 － 29 135 71 52.59% 25 － 29 833 377 45.26%
20 － 24 176 67 38.07% 20 － 24 111 60 54.05% 20 － 24 649 262 40.37%

計 3,339 2,401 71.91% 計 1,835 1,385 75.48% 計 11,835 8,422 71.16%

　今回の選挙結果を、年代別の投票率と地区別の投票率を表・
グラフにまとめてみましたのでご紹介します。

は、町全体の投票率を下回る率
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上
町

長
更

井
倉

世
古

門
前

坂
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日
向

上
玉
川

下
玉
川

岡
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妙
法
寺

中
楽

荒
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団
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久
保

伊
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団
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平 平
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平
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平
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栄
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３
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２
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養
殖
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宿
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南
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栄
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区
入
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勝
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浜
塚

団
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勝
田

フ
ァ
ー
ス
ト

タ
ウ
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中
角

公
園

通
り

岩
出

曽
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小
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山
岡

中
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昼
田
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岡

岡
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宮
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大
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萱
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２
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第２投票区 字別投票率

第３投票区 字別投票率

第４投票区 字別投票率

第５投票区 字別投票率

第１投票区 字別投票率
79.5379.53

68.5468.54
61.2761.27

80.8580.85

56.0656.06
50.0050.00

81.4881.48 83.0883.0878.4978.49
70.3670.36

78.1478.14
72.24

73.0473.04 71.9171.91
66.6766.67

72.2472.24
80.3480.34

73.9173.91
81.5281.52

73.4473.44
78.0278.02

73.2273.22
78.0578.05

46.6746.67

73.2173.2168.9168.9174.5174.51 70.1370.13

52.7352.73

71.0971.09
76.8976.89 77.1777.17

47.0647.06

71.8871.88 70.4570.45

80.3380.33 78.5778.57
70.5970.59 73.5373.53 67.8667.86 69.6469.6466.6766.6767.3967.39

59.8659.8661.0461.04
65.0765.07 67.6567.65

77.6777.67

65.3865.38
57.5557.55

67.3267.32

45.4545.45

56.5656.56

88.7488.74 85.3785.37
76.6176.6175.5775.57

81.0181.01 80.0080.00 79.8179.81 75.4875.4875.0075.00
79.6979.69

68.44

34.0934.09

68.5768.5765.6065.60

53.6653.66

70.4970.4975.1075.10 73.3073.30
62.9162.91

71.9571.95

■地区別投票率
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平
成
19
年
第
６
回
玉
城
町
議
会
定

例
会
は
９
月
４
日
、
開
会
さ
れ
、
平

成
18
年
度
一
般
・
特
別
会
計
決
算
の

認
定
を
は
じ
め
、
平
成
19
年
度
各
会

計
補
正
予
算
案
な
ど
、
28
議
案
が
上

程
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
11
日

閉
会
し
ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度
玉
城
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

病
院
事
業
会
計
決
算

水
道
事
業
会
計
決
算

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
決
算

下
水
道
事
業
会
計
決
算

　

右
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
17
年
度
度
会
Ⅰ
部
介
護
保
険

事
務
組
合
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

度
会
Ⅰ
部
介
護
保
健
事
務
組
合
の

解
散
に
伴
い
、
そ
の
事
業
を
継
承
す

る
玉
城
町
と
伊
勢
市
が
そ
れ
ぞ
れ
議

会
に
お
い
て
決
算
を
上
程
し
、
歳
入

は
、
14
億
７
５
０
５
万
８
７
１
２
円
、

歳
出
は
、
13
億
３
７
７
２
万
３
０
２

２
円
、
歳
入
歳
出
差
引
き
１
億
３
７

３
３
万
５
６
９
０
円
は
、
全
額
新
伊

勢
市
へ
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
過
年

度
精
算
の
後
、
歳
入
歳
出
差
引
き
残

高
に
つ
い
て
は
、
事
業
を
継
承
し
た

玉
城
町
と
新
伊
勢
市
と
で
按
分
し
ま

し
た
。

▼
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
玉
城

町
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

郵
政
民
営
化
法
、
証
券
取
引
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
条
文
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

▼
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　

今
回
の
路
線
は
、
国
営
事
業
に
お

い
て
宮
川
用
水
路
が
改
築
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
管
理
用
道
路
を
町
道
に
認

定
し
て
生
活
道
路
と
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
19
年
度　

玉
城
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

今
回
の
補
正
の
主
な
も
の
は
、

総
務
費
：
役
場
庁
舎
の
修
繕
料
、
壁

面
の
清
掃
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積

立
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
パ
ー
ト
職

員
賃
金
、
サ
ー
バ
ー
室
の
エ
ア
コ
ン

設
置
費
用
を
計
上
。

民
生
費
：
特
別
会
計
へ
の
繰
出
し
金

の
調
整
、
新
規
に
心
身
障
害
者
の
通

所
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
に
伴
う
費
用
の

計
上
、
保
育
園
児
増
加
に
伴
う
パ
ー

ト
保
育
士
賃
金
等
を
増
額
。

衛
生
費
：
自
治
区
に
対
し
て
補
助
す

る
ご
み
集
積
場
原
材
料
費
の
増
額
、

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
購
入

費
を
新
規
計
上
。

農
林
水
産
費
：
町
単
農
道
舗
装
工
事

費
、土
地
改
良
事
業
補
助
金
の
増
額
、

な
ら
び
に
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
繰
出
金
を
減
額
。

土
木
費
：
道
路
補
修
工
事
請
負
費
、

測
量
設
計
委
託
料
、
河
川
維
持
補
修

工
事
請
負
費
の
増
額
、
城
東
団
地
の

錠
前
取
替
工
事
費
の
精
算
。

消
防
費
：
自
治
区
の
消
防
施
設
整
備

補
助
金
を
新
規
に
計
上
。

平成19年　第6回玉城町議会定例会

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

議
会

ひ
と 

＋ 

ま
ち 

＋ 

く
ら
し

●
平
成
18
年
度　

一
般
・
特
別
会
計

決
算
の
認
定

●
平
成
19
年
度　

各
会
計
補
正
予
算

案
な
ど
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▼
平
成
19
年
度　

玉
城
町
山
村
振
興

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

繰
越
金
の
確
定
と
管
理
運
営
に
関

す
る
物
件
費
を
追
加
調
整
し
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
55
万
２
０
０
０
円
を

増
額
し
、
総
額
５
３
６
８
万
円
と
し

ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度　

玉
城
町
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

委
託
料
、
工
事
請
負
費
、
償
還
金

利
子
の
減
額
、
職
員
手
当
等
、
共
済

費
、
補
償
費
等
の
増
額
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
４
４
万
２
０
０
０

円
を
減
額
し
、
総
額
２
億
６
１
９
０

万
８
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度　

玉
城
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

介
護
予
防
事
業
、
並
び
に
包
括
支

援
事
業
の
平
成
19
年
度
事
業
費
確
定

を
受
け
、
各
交
付
金
及
び
事
業
費
の

精
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
前
年

度
繰
越
金
の
確
定
に
よ
り
、
返
還
金

を
予
算
計
上
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
１
４
１
９
万
１
０
０
０
円
を
追

加
し
、
総
額
７
億
８
６
８
６
万
６
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度　

玉
城
町
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

資
本
的
収
支
の
収
入
で
、
９
７
０

万
４
０
０
０
円
を
、
支
出
で
医
療
備

品
購
入
費
７
３
５
万
円
を
追
加
し
、

収
支
不
足
額
を
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
で
補
て
ん
す
る
額
１
４
４

３
万
３
０
０
０
円
を
１
２
０
７
万
９

０
０
０
円
に
改
め
ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度　

玉
城
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
支
出
で
給
与
費
等
の
２
９

５
万
６
０
０
０
円
を
減
額
し
、
資
本

的
収
入
の
分
担
金
で
５
６
７
２
万
５

０
０
０
円
を
増
額
。
ま
た
、
資
本
的

支
出
で
工
事
費
８
９
３
４
万
１
０
０

０
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度　

玉
城
町
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
支
の
収
入
で
、
雑
収
益

の
増
額
と
補
助
金
等
の
減
額
で
差
引

き
53
万
８
０
０
０
円
を
減
額
し
、
支

出
で
処
理
場
費
、
消
費
税
の
増
額
と

総
係
費
、
支
払
利
息
の
減
額
で
差
引

き
７
８
７
万
６
０
０
０
円
の
減
額
と

し
、
ま
た
、
資
本
的
収
支
の
収
入
で
、

他
会
計
補
助
金
43
万
４
０
０
０
円
を

増
額
し
、
支
出
で
支
払
利
息
の
増
額

と
施
設
費
の
減
額
で
差
引
き
１
０
３

５
万
を
増
額
し
ま
し
た
。

教
育
費
：
町
史
史
料
集
編
纂
に
伴
う

費
用
の
増
額
。

諸
支
出
金
：
玉
城
病
院
の
医
療
機
器

購
入
に
伴
う
繰
出
金
の
増
額
、
及
び

過
年
度
の
精
算
金
の
計
上
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
３
億
４
３
８
３
万
６
０
０
０
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
44
億
７
０
０

０
万
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度　

玉
城
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
特
別
調
整
交

付
金
５
７
３
万
円
の
減
額
、
歳
出
の
主
な

も
の
は
、
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
精

査
、
保
健
施
設
事
業
費
の
６
５
０
万
円
の

減
額
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
３
８
２

万
７
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
12
億
６

８
０
０
万
１
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度　

玉
城
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

交
通
事
故
に
か
か
る
損
害
賠
償
金

の
納
付
に
よ
り
、
各
歳
入
科
目
の
精

査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
出
の

総
務
管
理
費
で
５
万
５
０
０
０
円
を

追
加
し
、
総
額
を
９
億
４
２
２
８
万

３
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

平成 18 年度
企業会計別決算

単位：円

【病院事業会計】
●収益的収支
収 入 515,285,999
支 出 570,877,230
●資本的収支
収 入 26,051,000
支 出 39,201,899

【水道事業会計】
●収益的収支
収 入 311,032,187
支 出 219,550,436
●資本的収支
収 入 68,247,980
支 出 239,370,379

【介護老人保健施設事業会計】
●収益的収支
収 入 339,640,224
支 出 338,710,566
●資本的収支
収 入 180,089
支 出 15,149,018

【下水道事業会計】
●収益的収支
収 入 118,256,945
支 出 173,462,776
●資本的収支
収 入 1,124,947,650
支 出 1,168,101,112
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平
成
18
年
度
（
平
成
18
年
４
月
１
日
～
19
年
３
月
31
日
）
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
が
、
町
議
会
９
月
定
例

会
に
上
程
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
総
額
は
、
一
般
・
特
別
会
計
あ
わ
せ
、
歳
入
が
75
億
３
５
７
万
３
９
０
９
円
、
歳
出
が
73
億
３
０
８
９
万
７
５

５
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
一
般
会
計
の
決
算
を
中
心
に
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
は
、
国
が
「
地
方

に
出
来
る
こ
と
は
、
地
方
へ
」
と
三

位
一
体
改
革
の
強
力
な
推
進
が
図
ら

れ
、
地
方
交
付
税
や
補
助
金
の
削
減

な
ど
財
政
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
玉
城
町
は
第
４
次
総
合
計
画
を

踏
ま
え
町
民
の
み
な
さ
ん
が
、
安
心

と
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
元
気
で

活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
を
前
年
度
と

比
較
す
る
と
、
歳
入
に
お
い
て
、
０
・

１
８
％
の
減
少
、
歳
出
に
お
い
て

【
メ
モ
】

◆
経
常
収
支
比
率
：
財
政
の
弾
力

性
な
い
し
健
全
性
を
測
定
す
る

の
に
用
い
る
指
標
。
経
常
収
支

比
率
の
70
～
80
％
が
よ
い
と
さ

れ
て
い
る
。

◆
公
債
費
比
率
：
公
債
費
（
元
金

と
利
子
の
合
計
）
の
一
般
財
源

に
占
め
る
割
合
。
低
い
方
が
よ

い
。

◆
財
政
力
指
数
：
標
準
的
な
行
政

活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
一

般
財
源
の
う
ち
、
ど
の
程
度
、

税
収
な
ど
で
賄
え
る
か
を
示
し

た
指
数
。
３
年
間
の
平
均
値
。

数
値
が
１
・
０
以
上
に
な
る
と
、

事
業
は
す
べ
て
自
主
財
源
で
賄

え
、
き
わ
め
て
財
政
力
の
強
い

団
体
と
い
え
る
。

平成18年度

決 算

は
、
２
・
２
９
％
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。（
平
成
18
年
度
玉
城
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
提
案
理
由
か

ら
抜
粋
）

　

経
常
収
支
比
率
に
お
き
ま
し
て
は

９
３
・
０
％
で
前
年
度
よ
り
13
・
２

ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
公
債
費
比
率
は

11
・
９
％
で
前
年
度
を
０
・
１
ポ
イ

ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

　

財
政
力
指
数
は
、
０
・
８
０
２
％

で
前
年
度
よ
り
０
・
０
６
８
ポ
イ
ン

ト
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

田
丸
城
築
城
６
７
０
年
記
念
事
業

　

玉
城
中
学
校
空
調
防
音
設
備
工
事

　

優
良
企
業
誘
致
拡
大
等
の
周
辺
整
備

　

事
業
な
ど
を
実
施

0

10

20

30

40

50
億円 単位：年度・千円（千円未満四捨五入）

Ｈ14
Ｈ15 Ｈ16

Ｈ17 Ｈ18

歳 入　4,555,904　　4,887,688　　4,712,206　　4,312,238　　4,304,568
歳 出　4,388,223　　4,682,943　　4,571,148　　4,099,454　　4,193,303

【過去５年間の一般会計決算の推移】
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【平成 18 年度　会計別決算】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
会 計 区 分 歳　　入 歳　　出 差　引　額

●一般会計 4,304,567,675 4,193,303,063 111,264,612 
●特別会計
　　国民健康保険 1,187,224,639 1,117,974,998 69,249,641 
　　住宅新築資金等貸付事業 6,258,601 35,728,443 △ 29,469,842
　　老人保健 936,197,038 932,663,376 3,533,662 
　　山村振興事業 55,617,919 53,065,256 2,552,663 
　　農業集落排水事業 210,438,995 208,574,123 1,864,872 
　　介護保険 803,269,042 789,588,291 13,680,751 

計 7,503,573,909 7,330,897,550 172,676,359 

繰入金
408,388 千円　9.5％

町税
1,872,603 千円　43.5％

地方交付税
520,878 千円　12.1％

町債
265,000 千円　6.2％

国庫支出金
151,069 千円　3.5％

県支出金
170,806 千円　4.0％

地方譲与税
203,085 千円　4.7％

分担金及負担金
136,129 千円　3.2％

地方消費税交付金
135,070 千円　3.1％

地方特例交付金
101,308 千円　2.4％

繰越金
127,784 千円　3.0％

諸収入
61,703 千円　1.4％

自動車取得税交付金
64,971 千円　1.5％
使用料及手数料
31,953 千円　0.7％

国有提供施設等交付金　　　530 千円
寄付金　　　　　　　　　1,489 千円
財産収入　　　　　　　 18,326 千円

ゴルフ場利用税交付金　　7,932 千円
利子割交付金　　　　　　7,083 千円
株式等譲渡所得割交付金　7,802 千円
配当割交付金　　　　　　7,884 千円
交通安全対策特別交付金　2,770 千円

そ
の
他
の
内
訳

歳入合計　4,304,567,675 円

町民税の内訳
 個人　550,421 千円
 法人　313,815 千円

町税の内訳

町民税
864,235 千円　46.2％

固定資産税
865,803 千円　46.2％

軽自動車税
32,211 千円　1.7％
たばこ税
96,718 千円　5.2％
入湯税
13,637 千円　0.7％

民生費
1,256,732 千円　30.0％

公債費
531,126 千円　12.7％

総務費
478,365 千円　11.4％

教育費
383,798 千円　9.2％

衛生費
300,738 千円　7.2％

土木費
246,846 千円　5.9％

諸支出金
232,955 千円　5.6％

消防費
192,585 千円　4.6％

農林水産費
169,374 千円　4.0％

議会費
72,523 千円　1.7％
商工費
311,777 千円　7.4％

労働費　　　16,430 千円
災害復旧費　49,500 千円
予備費　　　　　　 0 円

そ
の
他
の

内
訳

人件費
985,743 千円　23.3％

投資的経費
625,632 千円　14.8％

補助費等
797,724 千円　18.8％

物件費　　　　
644,223 千円　15.2％

公債費　　　
537,799 千円　12.7％

繰出金　　　　
298,388 千円　7.0％

扶助費　　
301,581 千円　7.1％

積立金　
4,495 千円　0.1％

投資及び出資金・貸付金
15,500 千円　0.4％

維持補修費
25,456 千円　0.6％

歳出合計　4,193,303,063 円

平成 18 年度性質別決算額　4,236,541 円

歳入決算 （款別）

歳出決算 （款別）

歳出決算 （普通会計性質別）

●投資的経費
　道路等基盤整備や学校などの公共施設の
　整備に要する経費
●人件費
　議員等報酬、給料、職員手当など
●扶助費
　各法令に基づき支給される社会保障経費
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平
成
18
年
度
に

 
こ
ん
な
事
業
を
行
い
ま
し
た

　

平
成
18
年
度
の
決
算
が
町
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中

に
は
、
役
場
庁
舎
ダ
ク
ト
清
掃
工
事
、
玉
城
中
学
校
空
調
設
備
工

事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
道
路
維
持
修
繕
事
業
・
道
路
新
設
改
良
町
単
事
業
や
消

防
防
災
、
福
祉
環
境
と
い
っ
た
多
方
面
で
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
平
成
18
年
度
の
決
算
の
な
か
で
、
一
般

会
計
に
み
る
主
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

事　　業　　名 決算額 施　　策　　の　　成　　果

玉城町役場庁舎
ダクト清掃工事 12,634 

　今後の庁舎の老朽化に備えるとともに、維持管
理費用もかさむ恐れがあるため、庁舎を適正に使
用できるように保ち、役場の業務に支障をきたさ
ないよう空調ダクトの清掃を行った。

広 域 消 防
委 託 経 費 168,037 　消防活動、救急活動を伊勢広域消防本部へ委託

し消防防災の維持・安定を図った。

宮川洪水ハザー
ド マ ッ プ 作 成 1,733 　宮川の洪水ハザードマップ（被害想定）を国県

の補助によって作成し全戸に配布を行った。

元 金 経 費 440,392 

　前年度決算額より 1,631 万 3 千円増となってい
るが、発行額の抑制により 2 億 6,500 万円の発行
となり、償還額を下回ったことにより年度末残高
は減少している。今年度発行の主なものは、臨時
財政対策債の 2 億 110 万円が主なものである。

利 子 経 費 90,734 
　今年度末の地方債の残高は、1 億 7,539 万 2 千
円減の 45 億 8,161 万 9 千円となり、前年度に引
き続き減少している。

事　　業　　名 決算額 施　　策　　の　　成　　果

戸籍コンピュー
タ 化 事 業 4,887 

　戸籍事務の効率化、省力化、正確性・安全性の
確保を図り、迅速かつ正確な窓口サービスの促進
に努めた。 
　例）婚姻届　 コンピュータ化前　
　　　戸籍ができるまでの所要時間　１時間 30 分 
　　　　　　 →コンピュータ化後　20 分　

住 民 基 本 台 帳
ネ ッ ト ワ ー ク
シ ス テ ム 事 業

2,925 

　町管理の住民基本４情報を国県の機関等と共有
することにより、住民サービスの向上と行政の効
率化を図った。 
　例）パスポートの申請に住民票は不要になり個
　　　人事項証明書（旧　戸籍抄本）のみで申請
　　　できるようになった。 
　住基カードについては高齢者の本人確認の証明
として活用している。

事　　業　　名 決算額 施　　策　　の　　成　　果

県 単 土 地 基
盤 整 備 事 業 3,382 

　玉城町蚊野地内農道舗装工事（L=240.3 ｍ）を
施工し、農道の機能を向上させるとともに安全の
確保に努めた。

県 営 関 連 事 業 38,661 

　県営基幹水利施設補修事業（野篠地区）計画設
計業務（4,200 千円）、県営ふるさと農道（1,633
千円）、県営かんがい排水事業（15,938 千円）、
経営体育成基盤整備事業（16,890 千円）に係る
負担金であり、各事業とも営農の向上、農業基盤
の充実を目的とする。

土 地 改 良 区 等
補 助 金 事 業 9,030 　土地改良区の実施する農業施設改修事業に対し補

助金を交付し、施設の保全と営農の向上を図った。

【農林商工チーム】

【総務チーム】　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

【税務住民チーム】
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事　　業　　名 決算額 施　　策　　の　　成　　果

福 祉 バ ス
運 行 事 業 7,718 

　保健福祉会館を拠点として、バスを運行することで各公共施設（機関）を広く地域
住民のふれあいの場として提供できた。また、伊勢市コミュニティバス路線と接続す
ることで地域間交流や利用者の利便性の向上及び地域の活性化が図られた。

（年間延べ利用者数　24,348 人）

児 童 手 当
支 給 事 業 111,089

　一定の要件を満たす 12 歳到達最初の３月 31 日までの間にある児童（小学校修了
前の児童）を養育し、定められた所得以下の者に児童手当を支給し、児童の健全育成
を図った。（受給者数　1,040 名）　

知的障がい者施設
入 所 支 援 費 事 業 46,138 　自立した生活と社会参加のため、各種施設への入所や通所による訓練等の支援を行

なった。（入所人数 15 名）　

保 育 所 各 種
保 育 事 業 511,629 

○児童保育事業 
　保護者が労働に従事したり、あるいは病気にかかっている等、家庭で十分保育をす
ることができない児童を、家庭の保護者にかわって保育し、児童の健全育成を図った。

（入所児童数　636 人（Ｈ 19.3.31 現在）） 
○延長保育推進事業 
　早朝（午前７時 30 分から）と夜間（午後８時まで）の延長保育を実施し、仕事と
家庭の両立支援を行った。（平均利用者数　203 名 / 月） 
○障がい児保育事業 
　心身に障がいのある児童のため、保育士を補充する等、障がい児の処遇の向上と併
せて保育の充実を図った。（障害児　12 名） 
○乳児保育促進等事業 
　多様な保育ニーズに対応するため、０歳児保育を実施し、保育士を配置する等、保
育の充実を図った。（０歳児童数　18 名（Ｈ 19.3.31 現在）　

保 健 衛 生
総 務 費 事 業 222,225 

・特殊勤務手当（野犬捕獲等）　70 頭 
・菊狭間環境整備施設組合負担金（玉城・明和で構成、ごみ収集）59,220 千円 
・伊勢広域環境組合負担金（1 市 3 町で構成、ごみ処理・し尿処理・斎場）
　118,519 千円 
・一次救急医療委託料　在宅当番制業務を伊勢地区医師会に委託し、休日及び夜間の    
　一次救急医療体制を図った。441 千円 
・二次救急医療負担金（伊勢市）2,467 千円　

事　　業　　名 決算額 施　　策　　の　　成　　果

道 路 維 持
修 繕 事 業 69,250 

　住民生活に密着した生活環境基盤整備として、支障がある箇所の整備および小規模
修繕工事を行った。 

（概要） 
　舗装工事　　　　　　３路線 
　側溝工事　　　　　　10 路線 
　補修工事　　　　　　２路線 
　防護柵設置工事　　　３路線 
　小規模補修工事　　　35 箇所

道 路 新 設
改 良 町 単 事 業 49,857 

　住民生活に密着した道路の改良を行うことにより、機能の充実、生活基盤の整備を
進めた。 

（概要） 
　道路改良工事　　　４路線 
　用地買収、支障物件補償、測量調査設計ほか

地 方 道 路 整 備
交 付 金 事 業 
中 楽 朝 久 田 線

14,162 

　県道鳥羽松阪線から県道田丸停車場斎明線へのアクセス道路として重要な路線であ
るが、幅員が狭小で乗用車の相互通行も出来ないため国の補助を受けて整備を進めて
いる。 

（概要） 
　改良工事　　　L=104.0m 
　用地買収　　　３件

事　　業　　名 決算額 施　　策　　の　　成　　果
田 丸 小 学 校
空 調 防 音 事 業 4,977 　防衛庁の補助（10/10）を受け、田丸小学校に空調設備の実施設計を行なった。平成 20

年度に設置工事を行う予定である。

玉 城 中 学 校
空 調 防 音 事 業 29,452 　防衛庁の補助（10/10）を受け、平成 18、19 年度継続事業により玉城中学校校舎に空

調設備の設置工事を行う。

【生活福祉チーム】

【建設チーム】

【教育チーム】
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Nov e m b e r

I nform
ation

T
am

aki N
ew

s

子
育
て
支
援
事
業
だ
よ
り

11
保
健
事
業
だ
よ
り

さ
く
ら
児
童
館
☎
（
５
８
）
８
５
２
７

■
０
・
１
ひ
ろ
ば

▼
日　
　

時　

11
月
21
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　
　

所　

さ
く
ら
児
童
館

▼
内　
　

容　
「
先
輩
マ
マ
の
話
を
聞
こ
う
」

■
２
歳
児
の
お
子
さ
ん
集
ま
れ
ー
！

▼
日　
　

時　

11
月
7
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　
　

所　

大
仏
山
公
園（
現
地
駐
車
場
集
合
）

▼
対　
　

象　

平
成
16
年
4
月
２
日
～
平
成
17
年

　
　
　
　
　

4
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

▼
内　
　

容　
「
秋
の
遠
足
に
行
こ
う
」

　
　
　
　
　
　

☂
さ
く
ら
児
童
館
で
行
い
ま
す

ご
希
望
の
方
は
、
さ
く
ら
児
童
館
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
（
５
８
）
７
３
７
３

■
胃
が
ん
検
診

▼
検
診
日　

12
月
7
日（
金
）

▼
受　
　

付　

午
前
8
時
30
分
～
10
時

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

40
歳
以
上
の
人

▼
料　
　

金　

9
０
０
円
（
70
歳
以
上
の
方
は
無
料
）

■
子
宮
が
ん
検
診

▼
検
診
日　

12
月
7
日（
金
）

▼
受　
　

付　

午
後
１
時
と
午
後
２
時

　
　
　
　
　
　
（
ど
ち
ら
も
定
員
30
人
）

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

20
歳
以
上
の
女
性

▼
料　
　

金　

8
０
０
円（
70
歳
以
上
の
方
は
無
料
）

※
お
申
し
込
み
は
、11
月
７
日（
水
）か
ら
開
始
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
個
別
乳
が
ん
検
診

▼
検
診
日　

11
月
～
1
月
ま
で

　
　
　
　
　
　

毎
週
火
曜
日
・
第
２
土
曜
日

▼
受　
　

付　
〔
火
曜
日
〕

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
2
時
45
分

　
　
　
　
　
　
〔
土
曜
日
〕

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
45
分

▼
場　
　

所　

玉
城
病
院

▼
対　
　

象　

40
歳
以
上
の
女
性

▼
内　
　

容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
、
超
音
波

検
診
、
医
師
に
よ
る
視
触
診

▼
料　
　

金　
７
０
０
円（
70
歳
以
上
の
方
は
無
料
）

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

▼
日　
　

時　

11
月
12
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
内　
　

容　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
導
や
育
児

に
つ
い
て
な
ど

▼
講　
　

師　

幸
（
ゆ
き
）
母
乳
育
児
相
談
室　

　
　
　
　
　
　

助
産
師　

中
村　

幸
美
さ
ん

▼
対　
　

象　

生
後
６
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
離
乳
食
教
室

▼
日　
　

時　

11
月
6
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
20
分
～
11
時
30
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
内　
　

容　

離
乳
食
中
期
・
後
期
・
完
了
期
の

講
話
と
試
食

▼
対　
　

象　

生
後
７
カ
月
～
１
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
基
本
健
康
診
査
後
の
健
康
相
談

　

基
本
健
康
診
査
の
結
果
は
、
い
か
が
で
し
た

か
？
自
分
自
身
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け

と
し
て
個
別
に
管
理
栄
養
士
・
保
健
師
が
相
談
を

受
け
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
・
場
所　

11
月
12
日（
月
）保
健
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　

28
日（
水
）健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
時　
　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
持
ち
物　

基
本
健
康
診
査
の
結
果
票
、
健
康

手
帳

11
月
９
～
15
日
は

秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間

総
務
課　

☎
（
５
８
）
８
２
０
０

　

玉
城
町
消
防
団
で
は
秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間

に
町
内
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
、パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

《
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
》

▼
日　
　

程　

11
月
９
・
10
・
11
・
12
・
15
日

　
　
　
　
　
　

※
10
日
は
午
前
８
時
30
分
か
ら

　

空
気
が
乾
燥
す
る
季
節
を
迎
え
、
く
れ
ぐ
れ
も

火
の
元
に
は
十
分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。
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町立保育所園庭開放のご案内
○日時　11 月 21 日（水）午前中　第 3 水曜日
○場所　各町立保育所　　※お問い合わせは、それぞれの保育所へお願いします。

■
1
歳
6
カ
月
児
健
康
診
査

▼
日
に
ち　

11
月
14
日
（
水
）

▼
受　
　

付　

午
後
0
時
50
分
～
1
時
20
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

平
成
18
年
3
月
1
日
～
4
月
30
日

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
ま
た
は
前
回

未
受
診
の
お
子
さ
ん

※
該
当
児
に
は
、
個
人
通
知
し
ま
す
。

■
７
カ
月
児
相
談

▼
日
に
ち　

11
月
8
日（
木
）

▼
受　
　

付　

午
後
１
～
２
時

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

平
成
19
年
3
月
16
日
～
4
月
15
日

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

▼
内　
　

容　

身
体
計
測
、
問
診
、
離
乳
食
相
談
、

　
　
　
　
　

育
児
相
談

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

社
会
福
祉
協
議
会
☎
（
５
８
）
６
９
１
５

　
　
　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）　
　
　
　
　

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
（
11
月
分
）

▼
日　
　

程　

10
日（
土
）・
20
日（
火
）・
30
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
～
３
時

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員　

民
生
委
員
・
行
政
相
談
員
・

　
　
　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員

■
子
育
て
教
育
相
談

　

子
ど
も
の
発
達
上
の
悩
み
や
人
と
の
か
か
わ

り
、
問
題
行
動
な
ど
、
日
頃
の
子
育
て
の
中
で
感

じ
る
小
さ
な
悩
み
か
ら
専
門
的
な
こ
と
ま
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▼
日　
　

時　

11
月
14
日（
水
）午
前
10
時
～
正
午

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員　

池
山
哲
也
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
元
玉
城
わ
か
ば
学
園
校
長
）

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ　

カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

▼
日　
　

時　

11
月
14
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
内　
　

容　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
で
遊
ぼ
う
！

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
究
室

■
11
月
の
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

▼
日　
　

時　

11
月
16
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
対
象
者　

０
～
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
☎
（
５
８
）
８
２
１
２

■
“
ゼ
ロ
ス
ポ
”
の
お
知
ら
せ

～
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
に
現
在
開
催
中
！ 

～

　

教
育
委
員
会
と
体
育
指
導
委
員
協
議
会
は
、
月

替
わ
り
で
中
国
健
康
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
等
の
種

目
を
初
心
者
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
気
軽
な
気
持
ち
で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日　
　

時　

11
月
1
日
・
15
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
か
ら

▼
場　
　

所　

体
育
セ
ン
タ
ー

▼
持 

ち 

物　

体
操
で
き
る
服
装
・
上
靴
・
タ
オ

ル
・
水
筒

▼
そ
の
他　

参
加
費
無
料
・
申
込
不
要
の
当
日

参
加
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
大
募
集
!!

　

教
育
委
員
会
・
体
育
指
導
委
員
協
議
会
で
は
、

町
民
相
互
の
交
流
を
は
か
る
目
的
で
恒
例
の
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

順
位
賞
や
参
加
賞
を
用
意
し
、
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ー
ム
を

つ
く
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日　
　

時　

12
月
1
日
（
土
）
午
後
７
時
～

▼
場　
　

所　

玉
城
中
学
校
体
育
館

　

参
加
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
は
、11
月
26
日
（
月
）

ま
で
に
、
①
チ
ー
ム
名
、
②
代
表
者
名
・
連
絡
先
、

③
選
手
名
を
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ご
希
望
の
方
は
、
教
育
委
員
会
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
玉
城
ふ
る
さ
と
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

今
年
も
、「
玉
城
ふ
る
さ
と
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
日　
　

時　

12
月
９
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
開
演
（
１
時
開
場
）

▼
場　
　

所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

５
０
０
円（
小
学
生
以
下
は
無
料
）

▼
内　
　

容　

　

第
１
部　

た
ま
キ
ッ
ズ
の
発
表　

　
　
　
　
　
「
銀
杏
の
木
の
学
校
」

　

第
２
部　

た
ま
き
演
劇
愛
好
会
の
発
表

　
　
　
　
　
「
長
屋
は
今
日
も
晴
れ
だ
っ
た
」

玉
城
病
院
・
ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
ス
タ
ッ
フ
募
集
！

玉
城
病
院
☎
（
５
８
）
３
０
３
９

　

玉
城
病
院
・
ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
で
は
、
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種　

看
護
師
・
准
看
護
師
・
介
護
員

▼
資　
　

格

　

①
通
勤
で
き
る
方

②
当
該
免
許
を
有
す
る
方
（
介
護
員
の
場
合
、

ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
）
な
ど

▼
申
し
込
み
方
法

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
貼
付

し
て
玉
城
病
院
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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お知らせ広場

文
化
振
興
・
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
日
本
の
文
化
と
思
い
や
り
の
心
」

県
立
度
会
特
別
支
援
学
校
☎
（
６
２
）
０
５
６
２

玉
城
わ
か
ば
学
園
☎
（
５
８
）
３
５
９
７

　

度
会
特
別
支
援
学
校
・
玉
城
わ
か
ば
学
園
で
は

２
０
０
７
年
文
化
祭
を
次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
に
ち　

11
月
17
日（
土
）

三
重
県
伊
勢
県
民
セ
ン
タ
ー
総
務･

生
活
室

☎
（
２
７
）
５
１
１
８

　

▼
日　
　

時　

11
月
25
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
頃

▼
場　
　

所　

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

▼
内　
　

容

　

○
舞
、
基
調
講
演

　
　
「
舞
人　

西
川
ま
さ
子　

妻
と
し
て
母
と
し
て
」

　
　

西
川
ま
さ
子
さ
ん

　
　
（
日
本
舞
踊　

西
川
流　

師
範
）　

　

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
「
文
化
力
と
女
性
力
で
元
気
な
地
域
を
創
る
」

　
　

・
パ
ネ
ラ
ー　

西
川
ま
さ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

前
田
世
利
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
勢
市
お
は
ら
い
町
会
議
）

　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
加
奈
子
さ
ん
（
島
の
旅
社
）

玉
城
町
図
書
館　

☎
（
５
８
）
８
２
１
２

　
「
読
書
の
秋
」
の
真
っ
只
中
で
す
。
皆
さ
ん
は
ど

の
よ
う
な
本
と
出
会
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

玉
城
町
図
書
館
で
は
、
今
月
も
旬
の
本
・
話
題
の
本

を
取
り
揃
え
、
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
貸
出
期
間
は
14

日
間
で
す
。な
お
、新
規
で
ご
利
用
の
方
は
図
書
カ
ー

ド
の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
町
内
在
住
・
在
勤

者
の
み
）。（
登
録
の
対
応
時
間　

月
～
金
曜
ま
で
の

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
。
な
お
、
登
録

の
際
、
身
分
証
明
書
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
）

●
購
入
図
書

矢
田
部
孝
司
＋
あ
つ
子

　
　
　
　
　
　
「
お
父
さ
ん
は
や
っ
て
な
い
」

諏
訪　

哲
史　
「
ア
サ
ッ
テ
の
人
」

高
山　

聖
史　
「
当
確
へ
の
布
石
」

義
家
弘
介
・
松
岡
修
三　
「
人
生
の
黒
板
」

五
木　

寛
之　
「
わ
が
人
生
歌
が
た
り
」

岡
田　

尊
司　
「
脳
内
汚
染
」

番
組
ス
タ
ッ
フ 

「
最
終
警
告
！
た
け
し
の
本
当
は　

　
　
　
　
　
　

  

怖
い
家
庭
の
医
学
」

（
料
理
本
）

石
原　

洋
子　
「
と
き
ど
き
お
と
こ
が
ご
飯
」

木
村　

祐
一　
「
ベ
ス
ト
レ
シ
ピ
」

（
絵
本
・
児
童
書
）

白
井
三
香
子　
「
ゴ
リ
ラ
の
パ
ン
や
さ
ん
」

馬
場
の
ぼ
る　
「
11
ぴ
き
の
ね
こ
と
へ
ん
な
ね
こ
」

島
田　

ゆ
か　

｢

バ
ム
と
ケ
ロ
の
お
か
い
も
の
じ
ま｣

松
谷
み
よ
子　
「
座
敷
わ
ら
し
レ
ス
ト
ラ
ン
」

　
　
　
　
　
　
「
お
化
け
パ
ソ
コ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
」

図
書
館
で
購
入
し
た
い
本
の
リ
ク

エ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
玉
城
町

図
書
館
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。（
予

算
、
内
容
に
照
ら
し
、
購
入
を
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

の
書
図
着
新

せ
ら
し
お

文
化
祭
の
開
催

▼
内　
　

容　

学
習
発
表
、
児
童
・
生
徒
作
品
等

の
展
示
や
模
擬
店
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ

ザ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

《
県
立
度
会
特
別
支
援
学
校
》

▼
時　
　

間　

午
前
９
時
15
分
～
午
後
２
時
30
分

▼
場　
　

所　

度
会
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
　
　

度
会
町
大
野
木
１
８
２
５

▼
テ 

ー 

マ　
「
よ
さ
こ
い　

み
な
こ
い　

文
化

祭
」

《
わ
か
ば
祭
》

▼
時　
　

間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

▼
場　
　

所　

玉
城
わ
か
ば
学
園

　
　
　
　
　
　

玉
城
町
宮
古
７
２
６
︲
１
７

■
「
玉
城
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
11
月
の
予
定

▼
日　
　

程　

11
月
7
・
21
日（
水
）

▼
時　
　

間　

午
後
4
時
～
4
時
30
分

▼
会　
　

場　

さ
く
ら
児
童
館

▼
日　
　

程　

11
月
14
・
28
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
45
分
～
4
時
15
分

▼
会　
　

場　

梅
が
お
か
児
童
館

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
飯
田

啓
子
さ
ん
☎
（
５
８
）
４
６
０
０
へ

■
生
活
福
祉
資
金
貸
付
（
修
学
資
金
）

　

低
所
得
世
帯
等
を
対
象
と
し
、
高
校
・
大
学
等

に
入
学
ま
た
は
就
学
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の

貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
入
学
願
書
・
受
験
票
の

写
し
等
を
添
付
す
れ
ば
、
入
学
決
定
前
か
ら
借
入

の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

貸
付
限
度
額

▼
就
学
支
度
費　

50
万
円

▼
修
学
費
大
学　

月
６
万
５
千
円

　

短
大
・
高
専　

月
６
万
円

　

高
校　
　
　
　

月
３
万
５
千
円

償
還
期
間　

10
年
以
内

償
還
利
子　

無
利
子

連
帯
保
証
人　

１
人
必
要
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平
成
19
年
度
三
重
県
退
職
教
職
員
互

助
会　

伊
勢
・
度
会
地
区
特
別
事
業

“
生
き
生
き
楽
し
い
作
品
展
”の
開
催

三
重
県
退
職
教
職
員
互
助
会

☎
０
５
９
（
２
２
６
）
５
２
３
５

　

年
に
一
度
の
作
品
展
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

▼
日　
　

時　

11
月
17
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

　
　
　
　
　
　

18
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
3
時

▼
場　
　

所　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
伊
勢
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
）

▼
内　
　

容　

書
・
絵
画
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で

楽
し
い
作
品
展
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部

☎
（
２
３
）
５
５
３
５

　

三
重
建
労
伊
勢
支
部
で
は
、
三
重
県
労
働
基
準

局
の
指
定
教
習
機
関
と
し
て
、
労
働
安
全
衛
生
法

に
基
づ
き
ま
す
「
足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

講
習
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日　
　

時　

11
月
29
日（
木
）・
30
日（
金
）

▼
場　
　

所　

三
重
県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部

　
　
　
　
　
　

第
２
会
館

▼
受
講
料　

７
、５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
）

▼
受
講
資
格　

21
歳
以
上
（
足
場
の
組
立
、
解
体

等
の
作
業
に
３
年
以
上
従
事
し
た

方
）

▼
定　
　

員　

40
人
（
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
）

▼
申
込
時
に
必
要
な
も
の

　
　
　
　
　
　

印
鑑
、
受
講
料
、
写
真
２
枚
（
横

２
・
５
㎝
×
縦
３
・
５
㎝
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０
（
５
０
６
）
３
０
９

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、地
球
環
境
保
護
の
た
め
、

古
く
な
っ
た
電
話
帳
を
積
極
的
に
回
収
し
て
、
資

源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
電
話
帳
を
受
け
取
ら
れ
た
際
に
、
不
要

と
な
っ
た
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
配
達
当
日
に
不
在
の
場
合
は
、
後
日
改

め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ

ン
タ
ー
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

伊
勢
志
摩
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

伊
勢
志
摩
第
九
を
歌
う
実
行
委
員
会

☎
（
２
４
）
６
１
４
５

　

地
域
や
性
別
、
年
齢
、
職
業
な
ど
を
超
え
た
友

情
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
い
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
「
第
九
（
歓
喜
の
歌
）」
を
伊
勢
志
摩
周
辺

地
域
の
音
楽
愛
好
家
が
集
い
、
大
合
唱
す
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

▼
日　
　

時　

12
月
23
日（
日
）
午
後
２
時
開
演

▼
場　
　

所　

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

▼
入
場
料　

前
売
り
券 

１
、
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　

当
日
券 

１
、
８
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
同
観
光
文
化
会
館
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
実
行
委
員
会
（
冨
田
さ
ん
）
へ

　
　

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

土
川　

禮
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
古
屋
経
済
大
学
非
常
勤
講
師
）

※
こ
の
ほ
か
、
健
康
体
操
の
体
験
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

▼
定　
　

員　

約
１
５
０
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

11
月
１
日（
木
）か
ら
電
話
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
７
）
５
２
５
１

　
　
　
　
　
　

E-m
ail:ikenm

in@
pref.m

ie.jp

回
収
し
ま
す
！

あ
な
た
の
家
の
古
い
電
話
帳

足
場
の
組
立
て
等

作
業
主
任
者
講
習
の
開
催

三
重
県
計
量
検
定
所

☎
０
５
９
（
２
２
３
）
５
０
７
１

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り
は
、
２
年
に

一
度
検
査
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
三
重
県
計

量
検
定
所
で
は
次
の
と
お
り
定
期
検
査
を
実
施
し

ま
す
。

▼
日　
　

時　

11
月
21
日（
水
）

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
手
数
料　

計
量
器
の
種
類
や
能
力
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す

　

該
当
の
事
業
所
様
等
に
は
直
接
通
知
を
い
た
し

ま
す
。 は

か
り
の
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
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歴史こぼれ噺
前
回
は
、
正
徳
四
年
の
大
風
で
領
内
で
は
、

穀
類
が
払
底
し
、
下
層
階
級
の
人
々
は
飢
え

に
苦
し
み
行
き
倒
れ
、
首
括
り
、
捨
て
子
、

入
水
な
ど
の
非
常
事
態
が
引
き
起
こ
さ
れ
た

と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

歴史こぼれ噺
　ばなし

七

　

と
こ
ろ
で
、
前
回
の
（
一
）
や
（
二
）
の
文
書
に
採

り
上
げ
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
表
現
さ
れ
て
い
る

事
柄
が
あ
る
。（
一
）
で
は
、｢
軽
き
者
ど
も
は
特
に
痛

み
飢
え
そ
う
に
み
え
る
も
の
が
い
る
と
い
う
こ
と
・
・

｣

と
書
か
れ
て
い
る
。
特
に
飢
え
そ
う
な
の
は
軽
き
者

ど
も
で
あ
る
の
で
あ
る
。
他
の
者
、
つ
ま
り
、
百
姓
の

中
層
階
級
（
耕
作
面
積
が
七
、八
反
よ
り
多
い
階
層
）

や
富
裕
層
（
地
主
）
は
、
あ
る
程
度
は｢

痛
む｣
事
態

と
な
っ
た
が
、
飢
え
る
状
況
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
年
貢
の
説
明
の
箇
所
で
、
年
貢
上
納

率
は
一
律
課
税
で
あ
り
、
相
対
的
に
六
割
の
年
貢
上
納

率
は
、
下
層
に
な
る
ほ
ど
厳
し
い
こ
と
を
解
説
し
た
。

貯
穀
で
き
る
余
裕
が
あ
れ
ば
凶
作
に
耐
え
う
る
が
、
そ

れ
が
出
来
な
い
下
層
の
者
に
と
っ
て
は
、
少
し
の
作
況

不
良
で
も
、
日
々
の
生
活
へ
の
打
撃
は
大
き
い
。

　

江
戸
時
代
二
百
六
十
年
の
間
、
度
々
各
地
で
飢
饉
が

あ
っ
た
が
、
武
士
階
級
や
庶
民
の
上
層
階
級
が
飢
え
て

餓
死
し
た
事
例
は
一
件
も
記
録
に
な
い
。
富
の
偏
在
が

極
端
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
二
）
で
は
、
未
の
四
月
迄
に
既
に
お
借
し
麦
（
御

借
麦
と
書
い
て
オ
カ
シ
ム
ギ
と
読
む
）
は
蓄
え
ら
れ
て

い
る
四
千
石
余
の
半
分
が
消
費
さ
れ
て
残
り
は
二
千
石

余
で
あ
る
。（
一
石
は
十
斗
、
一
斗
は
十
升
）

　

こ
の
不
足
分
の
二
千
石
は
大
庄
屋
の
才
覚
で
工
面
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
費
の
負
担
は
誰
が
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

紀
伊
徳
川
家
の
側
近
衆
（
家
老
達
）
は
御
勝
手
不
如

意
を
盾
に
規
模
の
大
き
い
百
姓
救
済
は
不
可
能
で
あ
る

と
し
て
、
経
費
負
担
に
は
関
知
せ
ず
の
態
度
で
あ
っ
た

か
ら
、
大
庄
屋
が
采
配
を
振
っ
て
、
百
姓
合
力
の
方
法

を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

つ
ま
り
、
統
治
者
に
財
力
が
な
い
か
ら
百
姓
達
の
持

て
る
者
が
弱
人
を
救
済
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
合

力
」
と
呼
ぶ
。

　

御
勝
手
不
如
意
（
オ
カ
ッ
テ
フ
ニ
ョ
イ
）
と
は
な
に

か
。

　

こ
の
言
葉
は
、
江
戸
時
代
の
統
治
者
の
記
録
を
読
む

と
、
至
る
所
に
み
ら
れ
る
。

　
「
紀
伊
徳
川
家
の
財
政
事
情
は
収
入
よ
り
支
出
が
多

く
て
、
収
支
不
均
衡
だ
。」

　
「
紀
伊
徳
川
家
一
族
の
生
計
費
や
家
来
の
俸
祿
、
参

勤
交
代
の
経
費
、
江
戸
に
あ
る
紀
伊
徳
川
家
の
邸
宅
の

維
持
費
や
接
待
費
、
徳
川
本
家
か
ら
命
ぜ
ら
れ
る
河
川

や
城
の
修
復
費
等
が
多
く
て
、
年
貢
の
収
入
だ
け
で
は

不
足
す
る
」

　

表
現
を
色
々
変
え
て
「
御
勝
手
不
如
意
」
を
説
明
す

る
と
右
の
よ
う
に
な
る
。

　

田
丸
城
古
記
抜
書
と
い
う
記
録
に
も
、
既
に
正
徳
五

年
の
部
に
、

　
「
一
飢
人
へ
日
数
五
十
日
、
一
日
二
麦
一
合
ツ
ヅ
ノ

積
御
救
貸
・
・
」

　
「
大
手
町
北
村
太
郎
左
衛
門
本
町
木
屋
善
十
郎
よ
り

金
子
百
両
ば
か
り
町
方
困
窮
人
へ
貸
し
渡
す
よ
う
、
申

し
付
け
ら
れ
た
。」

　
「
御
勝
手
不
如
意
ニ
付
御
知
行
所
山
林
伐
ら
せ
候
よ

う
、
仰
せ
出
ら
れ
た
。」

　

正
徳
、
享
保
の
時
代
か
ら
「
御
勝
手
不
如
意
」
は
、

為
政
者
の
持
病
と
も
な
っ
た
。

　
　
　
　
【
原
作
提
供
者　

加
納
利
和
】

有 料 広 告有 料 広 告

ユ ニ ッ ト 型
ショートスティきらくえん玉城

12月1日（土）オープン予定 !!
デイサービス同時オープン予定

きらくえん玉城　担当/伊藤・岡谷
〒519-0427　
三重県度会郡玉城町宮古字細谷2331-1
☎0596-58-1197　FAX0596-58-1199

　 0120-777-650

ショートステイ利用料
（1 泊 3 食ご利用の場合）
個 室 利 用 料 800 円
食 費 1,200 円
介 護 保 険
1 割 負 担 要介護度による

合 計
2,000 円

＋
介護保険

自己負担金
※個人の日用品代、理美容代、嗜好品代、看護用品代、

病院の治療費、レクリエーション・クラブ活動及び材
料代、電話代等は別途自己負担となります。

お気軽にご相談下さい
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たまきチャンネルたまきチャンネル
番組に関するお問い合わせ…
役場総務課広報公聴 TEL 58-8200
放送に関するお問い合わせ…
㈱アイティービー制作部 TEL 27-0700

CATV
10ch ...

10月25日～11月24日番組予定

・番組の紹介、行政情報など

ビデオレポート

注意：番組は予告なく変更する場合があります。

議会放送（終了まで）
　町議会が開催される当日午後 9 時から録画放送。
　また、議会閉会翌週午前 9 時から再放送をします。

特別番組

（毎週土曜日に更新）
町内での催しなどを取材。（放送期間＝ 2 週間）

（毎月1日・16日に更新）
 行政・広報番組、企画・特別編集番組など	

知っ得　納得（毎月5日・20日に更新）
役場職員が、町の事業紹介、お知らせなど

ちょっと玉城（毎週月曜日更新）
町のお知らせ番組（音声付文字情報）

00

議 会 放 送
（議会終了まで）

当日録画

【10 月 27 日～】
　・子どもつながり遊びコンサート
　・秋の山野草展
　・親子のつどい（下外城田保育所）　　  など

【11 月 3 日～】
　・戦没者追悼式
　・秋のふれあいウォーキング　　　　　など	

【11 月 10 日～】
　・アスピア玉城　秋まつり　　　　　　など	

【11 月 17 日～】
　・第 33 回町民文化展・芸能発表会　　など

【11 月 1 日～】
　・複合型災害防災実働訓練　　　など

【11 月 16 日～】
　・田丸神社神輿渡御レポート　　など

【11 月 5 日～】
　・障がい者施設の紹介	

【11 月 20 日～】
　・税制改正

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

議 会 放 送
（議会終了まで）

翌週録画

有 料 広 告有 料 広 告

高校生のみなさんナンブへ行こう！

〒 519-0503  伊勢市小俣町元町 1648-10
          Web:  http://www.safety-nanbu.com

　　      mail:  nanbu@safety-nanbu.com

無料スクールバス
玉城町内運行中 !

共感運転の

南部自動車学校

南部自動車学校では、高校生の方の入校を受付しています。
担当インストラクターが教習スケジュールを作成して、
お客様一人ひとりの個性・能力に応じて、責任を持って
教習にあたります。
詳しくは、各高校の生徒指導部に資料を請求してください。
※高校生の方に限り、フリータイム料金 31,500 円を無料にさせていただきます。

共感運転の南部自動車学校SLOW & STEADY

℡ 0596-23-1155

おかげさまで、当校の指導員担任制度が、
制度開始 10 年を迎えました。高校生の免許
取得も南部自動車学校におまかせください！



  （社）三重県宅地建物取引業協会会員      ・ （社）全国宅地建物取引業保証協会会員
 宅地建物取引業 三重県知事免許（2）第2694号 ◎契約には、仲介手数料が必要です。 

ゆたかな暮らしのお手伝い

58-62720596玉城町蚊野2063番地89

プラス ワン
0800-2000-366

  蚊野 家賃5.5万円 4DK駐車1台

 蚊野 家賃６万円 6DK＋車庫１５坪

 原  家賃６万円 2DK+離れ7.5帖駐車5台可

売家 蚊野 価格950万円 7LDK 駐車3台 

  佐田  家賃 5.3万円 2DK 駐車2台・共益費込み

貸
家

佐田  家賃 4.3万円 1DK 駐車1台・共益費込み

物件により各々、 敷金・礼金等が必要です。○

ア
パ
ー
ト

不
動
産
情
報

・田丸小学校区で、８０～１００坪ぐらいの土地
・平屋の戸建てて住宅

貸
店
舗

貸
事
務
所

 蚊野 店舗  家賃 5万円 47.9㎡（14坪）駐車5台
  中楽  事務所 家賃 6.2万円 駐車3台

探しています

　11 月 5 日（月）　19 日（月）　26 日（月）　12 月 3 日（月）
時　間　午前 10 時～ 11 時 30 分
場　所　保健福祉会館　健康相談室
対　象　40 歳以上の方
内　容　手遊び、簡単なストレッチ体操、健康おんしさんに
　　　　よる体操など
お問い合わせは、健康管理センターへ

第415号　平成19年11月号編集：広報たまき編集委員会
発行：玉城町役場総務課
〒519-0495　三重県度会郡玉城町田丸114-2　
TEL 0596-58-8200   FAX0596-58-4494
Home Page http://www.town.tamaki.mie.jp   
e-mail info@town.tamaki.lg.jp
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■玉城町役場（総務課）	 TEL58-8200　FAX58-4494
●税務住民課	 TEL58-8201
●生活福祉課	 TEL58-8203
●上下水道課	 TEL58-8207
●建設産業課	 TEL58-8205
●農林商工課	 TEL58-8204
●出納室	 TEL58-8210
●議会事務局	 TEL58-8211
●教育委員会（村山龍平記念館）	TEL58-8212
■玉城病院	 TEL58-3039
■介護老人保健施設ケアハイツ玉城
　・介護老人保健施設	 TEL58-3770
　・訪問看護ステーション	TEL58-8117
　・訪問介護	 TEL58-8117
　・居宅介護支援事務所	 TEL58-8822
■健康管理センター	 TEL58-7373
　（地域包括支援センター）
■保健福祉会館	 TEL58-8000
■社会福祉協議会	 TEL58-6915
■中央公民館	 TEL58-6331
■アスピア玉城
　　玉城ふれあいの館	 TEL58-8800
　　（弘法温泉）
　　ふるさと味工房	 TEL58-8686
■さくら児童館	 TEL58-8527
■梅がおか児童館	 TEL58-8345

TEL 58-8213
休日・夜間当直室

まちかど掲示板

毎月 20 日開催
時　間　午後１時 30 分～４時
場　所　健康管理センター
お問い合わせは、健康管理センターへ

介護相談

いきいきクラブ

　町税などの納期は、期限を守って納めてください。
納期は次のとおりです。
●国民健康保険料・介護保険料（第 8 期）
　11 月 30 日（金）
お問い合わせは、生活福祉課へ

町税など納期のお知らせ

　11 月 1 日（木）　12 月 6 日（木）
時　間　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
場　所　保健福祉会館　健康相談室
お問い合わせは、健康管理センターへ

健康相談

　11 月 8 日（木）
受　付　午前 10 時～ 11 時 30 分
　11 月 22 日（木）
受　付　午前 10 時～ 11 時 30 分　午後１時～２時 30 分
場　所　保健福祉会館　健康相談室
対　象　生後２カ月～未就園のお子さん
内　容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談、
　　　　おっぱい相談（22日のみ）
＊おっぱい相談は、予約が必要です。希望される方は、健康管
　理センターへお申し込み下さい。
＊母子健康手帳をお持ちください
お問い合わせは、健康管理センターへ

乳幼児相談
今 月 の 表 紙

撮影：広報たまき編集委員会　上村幸弘

人 口　15,187 人（＋17人）
男　　　7,417 人（＋14人）
女　　　7,770 人（＋　3人）
世帯数　  4,873 世帯（＋    6世帯）

（平成 19 年 9 月 30 日現在）

（　）は 9 月 1 日以降の増減

人 の 動 き

玉城町役場は 8：30am～7：00pm まで開庁しています
住民票、所得証明、各種申請、相談など、どうぞご利用ください。

有 料 広 告

　11 月 7 日（水）　21 日（水）
時　間　午前 10 時～午後 4 時
場　所　健康管理センター
事前予約は、生活福祉課へ

障害者相談支援センター「ブレス」巡回相談日

　3年前に復活した田丸神社神輿
保存会による「田丸みこし」。
　今年は 1日中、好天に恵まれ愛
らしく、華やかで、威勢の良い「み
こし」が巡幸しました。

勝田
勝田
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